景観計画確認表（逗子駅周辺地区の屋外広告物）

　※市への届出対象：表示面積の合計が2㎡以上の屋外広告物

	項目
	屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件に関する事項
	該当の有無
	チェック欄
	備考（寸法、マンセル値等を記入する）

	屋上広告物等
	①屋上広告物の設置を禁止する。

②アドバルーンの設置を禁止する。
	
	無
	□

□
	

	壁面利用広告物
	①１壁面に設置できる広告物の合計面積は、商店街（カワ） 沿いでは30 ㎡以内、低層住宅地（アンコ）
では10 ㎡以内とする。
②設置できる高さは、商店街（カワ） 沿いでは地上高さ10 ｍ以下で３階床面以下、低層住宅地（アンコ）
では地上高さ５ｍ以下で２階床面以下とする。
③１建築物に複数の広告物を設置する場合、設置する高さ方向とサイズを揃える。
④広告幕の設置を禁止する。ただし、下地色が外壁と同色か白地とし、懸垂装置があって１ヵ月程度の
期間、仮に設置するものはこの限りでない。
⑤夜間景観の演出を配慮し、内照式の広告物を避け、切り文字（箱文字） 型とするか、外照式の看板
広告物とするよう努める。ただし、提灯などはこの限りでない。
⑥激しい点滅を伴う照明装置のついた広告物等の設置を禁止する。
⑦自己の氏名を表示する広告物等、以下の「規制を受けない壁面利用広告物」の全ての項目に該当す
るものはこの限りでない。
	有
	無
	□

□

□

□

□

□

□
	

	
	【規制を受けない壁面利用広告物】

1)自己の店舗、営業所、事業所やその敷地内に自己の所在、名称、屋号、商標、営業内容等を表示するもので表示面積の合計が10㎡以下等、神奈川県屋外広告物条例の第６条（規制を受けない広告物）に該当する広告物

2)建築物の高さ以下に表示し、又は設置するもの

3)形状が文字の部分の形状と概ね同一であるもの（「切り文字広告」であるもの）

4)建築物等に塗料その他これに類する材料で直接描かれていないもの

5)照明付きのものにあっては、次に掲げる基準に適合しているもの

ア）照明の色が1色（白色又は電灯色等の淡色）であるもの

イ）当該屋外広告物が遮光性のものであり、かつ、照明装置が当該屋外広告物の裏面又は背後の壁面に取り付けられているもの

ウ）照明装置が道路、公園、広場その他の公共の用に供する空地から容易に見えないもの。

6)表示面の幅が、その定着する部分の壁面等の幅の2分の1以下であるもの
	
	
	□

□

□

□

□

□

□

□
	

	壁面突出広告物
	①１建築物に設置できる表示面積の合計面積は、商店街（カワ） 沿いでは50 ㎡以内、低層住宅地（アンコ） では17 ㎡以内とする。
②上端は建築物の壁面の上端までとし、下端は地上3m以上とする。

③建築物からの出幅は1m以下とする。

④地上15m以上への壁面突出広告物の設置は、自己の氏名や営業の内容等を自己の住居、事業所、営業所等に表示又は設置する場合に限って認める。

⑤壁面突出広告物は通りに面する建物の左右どちらかの端部に設置し、接続道路1本につき、1箇所のみ設置できる。ただし、壁面突出広告物の最上部の高さが4m以下の場合は2列以上の配置ができる。
	有
	無
	□

□

□

□

□
	

	独立広告塔

独立広告板
	①1敷地あたりの表示面積の合計は15㎡以内とする。

②上端は地上5m以下までとする。

③広告物の一部が道路上に突出して設置することを禁止する。
	有
	無
	□

□

□
	

	広告物面積の

算出方法
	①１つの敷地に複数の事業者によって複数面に表示される「壁面利用広告物」、「壁面突出広告物」及び「独立広告塔・独立広告板」の面積算出方法は、事業者の数に関わらず表示された面積の合計とする。
	有
	無
	□
	

	窓面利用広告物
	①窓面を利用して広告物を掲出する事を禁止する。ただし、以下の「窓面利用広告物として掲出できる物件」に該当するもの、又は景観向上に寄与するものとして市が認めるものはこの限りでない。　　　　　　　　　　　

　【窓面利用広告物として掲出できる物件】
　1）一定期間内の暫定的なディスプレイの一部として使用されるもの（例： クリスマスのデコレーションなど）。

　2）自己の店舗名を示す切り文字。　　

　3）自己の営業内容等を伝える絵画でかつ、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの。

　4）自己の店舗のコーポレートカラーのラインやロゴマーク等でかつ、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの（その他、表示する面積が当該開口部面積の15％以内のもの）。

②窓面（開口部） と壁面にまたがって屋外広告物を掲出しないこと。
	有
	無
	□

□

□

□

□

□
	

	のぼり旗
	①快適な歩行者空間の景観を創出するため、公共道路上（歩道含む） に、のぼり旗や置き看板等を設置してはならない。ただし、逗子市道においては、以下の「のぼり旗の推奨規格」に該当するもので、短期間のもの、公共性の高いイベントに伴うものなど、街並み景観への影響が少ないと市が認めるものはこの限りでない。　　　
・「のぼり旗」の推奨規格　　　
①広告面の幅は45 ㎝以内とする。　　　　　　　　　　　　　　
②地上から広告面の下端までの高さは130 ㎝未満とする。
③のぼり旗広告物全体の高さは300 ㎝以下とする。　　
④下地色は二色以下とする。（文字は除く）
⑤一つの土地建物で複数ののぼり旗を掲出する場合、下地色は二色以下とする。　　　
⑥ポール、チチ、立て台の色彩は白系とする。
	有
	無
	□

□

□

□

□

□

□
	

	色彩と素材
	①広告物の下地（文字以外の部分） に使用する色彩は、派手な高彩度色を避け、マンセル表色系による「色相Ｒ、ＹＲ、Ｙ系の彩度は８以下」、「色相ＰＢ、Ｐ、ＲＰ、ＧＹ、Ｇ系の彩度は６以下」、「色相ＢＧ、Ｂ系の彩度は５以下」の色彩とする。ただし、無着色の木材、土壁等の自然素材やガラス等の材料で仕上げられる部分の色彩は、この限りではない。
②広告物本体の素材は、建築物等の取り付け下地面と調和したものを選定する。
	
	
	□

□
	











































































































































































































































































































